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変形性膝関節症におけるリハビリテーション

介入効果

一介入期間の違いと効果量に着目して一
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大腿四頭筋筋量と全身筋量の関係性
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【目的】高齢化の進行とともに変形性膝関節症（以下膝OA）

の患者数は，年々増加の一途をたどっている．膝OAに

関する先行研究によれば運動療法の推奨レベルは高く，

その中でも，大腿四頭筋筋力低下が疾痛と動作能力障害の

危険因子であるとされており，筋力増強は必要不可欠であ

る．しかし，膝OAの介入期間に関する先行研究では，様々

な期間での報告があるが，適した介入期間はわかっていな

い．今回は大腿四頭筋筋力について介入期間の違いと効果

量に着目して有効なリハビリテーション（以下リハ）介入

期間を検討した．

【方法】本研究は後向き研究とし，対象は，片側の膝OAで

リハ開始となった女性患者の内，初回，2～3ヶ月，4～

6ヶ月の問に株式会社ミナト医科学社製COMBIT　CB－2を

使用し，大腿四頭筋筋力を測定した23名（平均年齢70．O．

±8．2歳）46脚とした．リハ介入期間中の訓練内容は，関

節可動域訓練，筋力増強運動，自主訓練など包括的なもの

であった．調査項目は，大腿四頭筋筋力とし，体重支持指

数（Weight　Bearing　Index：以下WBI）の結果を使用した，

統計学的処理は，各介入期間のWBIについてTukeyの多
重比較を用いて差を比較した．また，各介入期間で得られ

たデータより効果量を算出した．なお，有意水準は5％と
した．

【自明と同意】対象患者は，「当院における患者の個人情報

の通常の利用目的」により，データの研究利用について同

意を得た．

【結果】WBI（平均値±SD）は，患側では初回（0．41±0．13），

2～3ケ月（0．47±0．13），4～6ケ月（0．51±α14），健

側では初回（0．54±0．14），2～3ヶ月（0。58±0．15），4

～6ヶ月（O．63±O．15）であり，介入期間の延長とともに

WBIは増加傾向にあった．また，患側の初回と2～3ヶ

月間，初回と4～6ヶ月間，健：側の初回と4～6ヶ月間で

有意差が認められた（p＜α05）．効果量は，患側の初回と

2～3ヶ月間で0．43，2～3ヶ月間と4～6ヶ月間で0．32，

初回と4～6ヶ月間で0．77であった．また，健側の初回

と2～3ヶ月間で0．27，2～3ヶ月間と4～6ヶ月間で0．33，

初回と4～6ヶ月間で0．62であった．

【考察】各期間でのWBIを比較した結果，リハ介入期間の

延長とともに大腿四頭筋筋力は増加した．その中で，患側

で初回と2～3ヶ月間で有意差が認められた点については，

自主訓練・筋力増強運動の実施に伴う活動性の向上や疾痛

軽減などの影響により介入早期での増強効果が高かったも

のと推測される．さらに，初回と4～6ヶ月間においても

有意差があり，効果量も2～3ヶ月間までよりも高い値を

示しており，リハ介入期間の延長に伴い筋力増強の効果は

高くなると考えられる．多くの先行研究やガイドラインで

も筋力強化は推奨されている．今回の結果から膝OA患

者に対するリハ介入期間には，2～3ヶ月間よりも4～6ヶ

月間にわたり実施する方が筋力増強という観点から適して

いると考えられる．今後は，より詳細な期間内での検討及

びより長期間介入群との比較検討も行っていきたい．
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【目的】人が重力に抗してどれだけの運動機能を有する

かを示す筋力評価指標として，体重支持指数（Weight

Bearing　Index：以下WBI）が広く利用されている．山際

らは，WBIと体重当たりの筋量（％Muscle　Volume：以

下％MV）は相関を示すと報告している．しかし，　WBI

は大腿四頭筋の筋力を評価しているものであり，％MV

と相関関係にはどのような因子が関与しているのかは明ら

かではない．そこで，大腿四頭筋の筋力の一因子である筋

量と全身の筋量とを比較し，それらの関係性を検討したの

で報告する，

【方法】対象は，下肢に既往のない一般健常成人20名．内

訳は男性15名，女性5名，平均年齢は26．2±4，8歳であっ

た，大腿四頭筋の筋量の指標として，日立メディコ社製ワ

イドオープン型MRI装置AIRIS－II／AIRISmateを用
いて計測した．計測は三浦らの報告を参考とし，大腿四頭

筋の冠状断面積を大腿長の2分の1の部位で外側広筋，内

側広筋，中間広筋，大腿直筋を識別し，心筋の断面積（cm？）

の総和を体重比（以下％Quad）にて算出した．％MV
は体組成測定器InBody3．0（株式会社Biospace）を用い，

筋肉量（kg）を体重比にて算出した．統計学的分析には

Pearsonの相関係数を用い有意水準は5％未満とした．

【説明と同意1対象者にはヘルシンキ宣言に基づき本研究の

主旨を口頭および文書にて十分に説明し，同意を得たもの

を対象とした．

【結果1％Quadと％MVとの間にはy＝1．4276x－0．1342

（y＝％Quad　x＝％MV）と正の相関が認められ，両群

の関係性は84．0％Quad＝58％MV，92．6％Quad＝65％
MV，　102．6　O／o　Quad　＝　72　O／o　MV，　1169　O／o　Quad　＝　82　O／o

MVであった．相関係数はr＝0．67と中等度の相関を示
した（P〈0．05）．

【考察】本研究では大腿四頭筋と全身の筋量について関係性

を見出すことを目的とした．しかし，大腿四頭筋単体の筋

量を計測することは困難である．そこで大腿四頭筋の冠状

断面積は総体積と相関すると三浦らが報告していることか

ら，大腿四頭筋の筋量としてMRI冠状断面積の計測を用

いた．その結果，％Quadは％MVと中等度の相関が認め

られ，大腿四頭筋と全身の筋量は比例関係にあることが推

察された．また，星川らは大殿筋や大腰筋の筋量が全身筋

量と相関関係があると報告しており，抗重力筋群において

は全身の筋量と一定の比例関係があると考えられた．ただ

し，今回は一般成人を対象としているため，スポーツ選手

や高齢者でも同様の比例関係が認められるかは不明であ

り，今後検討予定である．
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